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Summary 
The object of the present study is to elucidate the function and characteristic of Yamagata Central 
Wholesale Market at the market structure of fruit and vegetables. 
The results are summarrized as follows. 
(1) At Yamagata Central Wholesale Market， the wholesalers have been collecting about 50 percent 
of vegetables and nearly 40 percent of fruit from Yamagata Prefecture. The collecting area of vegetables 
has been expanding， but as to a case of fruit， it has be巴nreducing. 
At Yamagata Prefecture， the wholesaler have been colecting from farmers through the farmers 
union， and at a case of the other collecting areas， they have been collecting from the agricultural 
co-operative and shippers. 
(2) The wholesalers have been wholesaling about 60 percent of the fruits and vegetables to the 
middlemen， and the other part to the designated buyers 
The large-sized retailers occupy the most part of the designated buyers. 
The middlemen have been dealing to the retailers and the wholesalers of the other wholesale 
market. 
(3) These results suggest that Yamagata Prefectural Wholesal巴Markethas the three functions， that 
IS say ①Wholesale Market of large consuming area，②Market of collecting and distributing in local 
area， and ③Ma巾 tof collecting and shipping in producing area， and the major function is the Market 
of colecting and distributing of local area. 
key wrds central wholesale market of second class city， market structure of fruit and vegetables， 
local distribution， Yamagata Central Wholesale Market 
















































































敷地の面積 1128. 119m' 





売場 2，658m'，キ.駐車場 44，480m' 
取扱数量 176，874t (野菜 44，485t ，果実 32，389t) 











































































取扱量 直 接 集 荷 量
車足 送 輸 入
計 計 県 内 県 タキ . 
1970年 野 莱 36，055 32，056 23，514 8，542 3，997 2 
100.0 88.9 65.2 23.7 11.1 0.0 
果 実 17，682 12，659 7，880 4，779 2，571 2，272 
100.0 71.6 44.6 27.0 14.5 12.8 
1980年 野 菜 59，535 53，561 32，656 20，905 5，968 6 
100.0 90.0 54.9 35.1 10.0 0.0 
果 実 45，808 36，733 14，100 22，633 2，145 6，930 
100.0 80.2 30.8 49.4 4.7 15.1 
80/70 野 菜 165.1 167.1 138.9 244.7 149.3 300.0 

















" r て句 1980年代には取扱量は全体として停滞した.野菜は，g 
)即 を因果実 1989年57，975tまで緩やかに増加したが (1980-89年の
70 
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青果物卸売市場構造と地方都市中央卸売市場 小野・大久保 91 
1990年以降の特徴は，野菜・果実ともに取扱量が大幅に 高さが特徴である 山形県産野菜は， 1975年の21，942t 
減少したことである.野菜取扱量は1989年の57，975tを から1982年の28，832tへと増加した後， 1980年代はおお















































































1975年 1980年 1985年 1990年 1993年
合計 35，653 52，076 54，703 54，615 44，486 
山形 21，942 27，379 28，286 26，471 22，346 
北海道 1，134 5，849 4，423 3，931 3，482 
東北 1，578 1，876 2，722 4，578 3，698 
関東 6，27l 11 ，200 12，818 11 ，695 8，463 
北陸 13 2 2 104 119 
東山 345 309 150 269 248 
東海 681 1，384 1，414 1，656 1，149 
近畿 1，839 1，725 2，281 1，410 1，126 
中国 8 3 11 98 7 
四国 1，070 1，822 1，343 1，137 1，137 
九州 264 503 976 1，566 1，348 
外国 508 24 277 1，700 1，363 
山形 61.5 52.6 51. 7 48.5 50.2 
北海道 3.2 11.2 8.1 7.2 7.8 
東北 4.4 3.6 5.0 8.4 8.3 
関東 17.6 21.5 23.4 21.4 19.0 
北陸 0.0 0.0 0.0 0.2 0.3 
東山 1.0 0.6 0.3 0.5 0.6 
東海 1.9 2.7 2.6 3.0 2.6 
近畿 5.2 3.3 4.2 2.6 2.5 
中国 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 
四国 3.0 3.5 2.5 2.1 2.6 
九州、| 0.7 1.0 1.8 2.9 3.0 






34，261 42，832 38，796 
12，940 12，777 15，374 
28 127 99 
616 862 657 
4，451 3，690 2，532 
48 58 208 
344 576 681 
1，092 2，191 1，398 
4，233 7，148 4，144 
142 553 1，135 
2，037 2，629 2，980 
5，229 5，453 2，768 
3，101 6，768 6，820 
37.8 29.8 39.6 
0.1 0.3 0.3 
1.8 2.0 1.7 
13.0 8.6 6.5 
0.1 0.1 0.5 
1.0 1.3 1.8 
3.2 5.1 3.6 
12.4 16.7 10.7 
0.4 1.3 2.9 
5.9 6.1 7.7 
15.3 12.7 7.1 




























21. 7 29.0 
以上のように，全国的動向としては地方都市中央卸売 きる.第 1には，野菜，果実ともに全国卸売市場(1・
市場の集荷圏の広域化の進展が指摘されているなかで 2類市場)平均と比べて 月別集荷量割合に大きな格差




3.月別取扱量のアンバランス は約 2倍の格差がある.果実についても同様に， 7 -12 
一般に東北地方の卸売市場の場合，冬期間は地場産青 月の集荷量割合は全国平均と同水準かあるいはそれを上
果物の供給量が大幅に減少するため，この期間の青果物 回っているのに対して，その他の期間は全国平均を大き
集荷は域外産地への依存を強めざるをえない このよう く下回っており，集荷量最多月 (8月)と最少月(1月)
な冬期間の集荷量の確保は卸売業者の集荷力の指標とな の集荷量には2.7倍の格差がある このように，月別の
るとともに，他方では多くの市場で月別集荷量のアンパ 集荷量には大きな格差が存在しており，特に野菜では 1








1976年 1980年 1985年 1990年 1993年
山形 24，078 山 形 27，379 山形 28，286 山 形 26，471 山 形 22，346
野 北海道 2，551 北海道 5，849 千葉 4，940 千葉 4，184 北海道 3，482 
千 葉 2，443 千葉 3，955 北海道 4，423 北海道 3，931 千葉 3，191
群馬 2，372 群馬 2，509 茨城 3，490 青森 3，092 茨城 2，181
茨城1，978 茨城 2，048 群馬 1，889 茨城 2，708 青森 1，654
高 知 1，347 高知 1，636 大阪 1，413 群馬 1，757 宮城 1，261
大阪 1，177 埼玉 1，410 青森1，401 栃木1，733 栃木 1，240
愛知1，069 大阪 1，334 栃木 1，252 埼玉 1，138
菜 栃木 1，126 高知1，116 
埼玉 1，111
山形 14，653 山形 12，777 山%15，374 山形 15，349 山 形 12，193
果 愛媛 3，454 和歌山 3，949 愛媛 2，946 愛媛 3，266 愛媛 2，318
和歌山 3，163 大阪 3，167 和歌山 2，479 和歌山 1，160 和歌山 1，805 
熊本 2，196 熊本 2，828 熊本1，897 熊本 1，158
佐賀 2，132 愛媛 2，571 大阪 1，597
静 岡 1，751 静岡 2，040 静 岡1，169
大阪 1，738 佐賀 1，509 茨城 1，055
長崎1，503 千葉 1，208
実 千 葉 1，171 神奈川 1，101 









青果物の占有率が50%以上と なっており ，特に野菜の集 の限界を示していると考えられる.また，月別集荷量格
荷量最多月である 7月には74.1%，果実の集荷量最多月 差の存在は 後述する集荷先相手との取引上の問題にと
である 8月には84.5%を占めている.第3に，他方で集 どまらず，卸売業者を始めとする市場関係業者の従業員
荷量割合が全国平均を下回る月では，県内産青果物の占 の労務管理の面からも，さらに市場施設の効率的利用の
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取扱量構成比 特 化 県内産
山形 全国 係数 占有率 山形 全国 係数 占有率
キ ニL ウ 13.3 6.1 2.17 90.1 グレーブフルーツ 7.0 3.4 2.08 0.0 
ナ ス 4.6 2.9 1.59 60.8 パインアップル 3.0 1.9 1.59 。
.:r、 ギ 3.9 2.9 1.38 62.6 アンデデスメロン 2.7 1.7 1.57 52.9 
ヤマノ イ モ 1.5 1.2 1.32 8.5 フ ン 8.4 5.6 1. 52 95.1 
カ フ9 1.3 1.0 1.29 62.5 渋 カ、 キ 2.1 1.5 1.38 86.4 
ト 守7 ト 5.8 4.8 1. 22 69.6 ス イ カ 13.1 10.4 1. 26 74.0 
カ ン ン ヨ 2.4 2.1 1.15 0.5 ツ カ桶 lレ 2.5 2.2 1.10 99.8 
ホウ レンソウ 1.9 1.9 1.01 65.1 ノt ナ ナ 11.8 12.7 0.93 0.0 
サ ト イ モ 1.4 1.4 1.00 14.7 イ ヨ カ ン 3.4 3.7 0.93 0.0 
一 ン ン ン 5.0 5.8 0.87 0.9 オ レ ン ン 1.6 1.8 0.89 0.0 
コキ ボ ウ 1.3 1.5 0.86 11.2 レ モ ン 1.2 1.4 0.84 0.0 
タ 守F 不 ギ 8.5 10.0 0.85 0.6 アマナツカン 2.0 2.4 0.82 0.0 
ノ、 ク サ イ 6.4 8.3 0.77 84.5 ノ、 ツ サ ク 1.1 1.5 0.75 0.0 
キ ヤ < ツ 8.8 11. 7 0.75 39.9 十 世 紀 0.9 1.3 0.72 0.7 
ダ、 イ コ ン 7.2 9.8 0.74 63.3 イ チ コ 2.1 3.0 0.70 26.8 
カ ボf チ ヤ 1.7 2.3 0.74 28.0 、 カ ン 13.4 19.7 0.68 0.0 
ピ てず ン 0.8 1.3 0.66 21.2 モ モ 1.2 2.0 0.59 62.3 
レ タ ス 2.6 4.4 0.58 26.1 幸 水 0.6 1.5 0.42 26.3 
ノT レイ ン ヨ 3.4 7.5 0.45 3.9 温室メ ロ ン 0.3 1.3 0.25 20.0 
ウ ド 0.3 0.1 4.22 54.0 豊 水 0.3 1.0 0.25 23.3 
ナ メ コ 0.5 0.2 3.18 94.8 富 有 0.1 1.1 0.13 0.0 
タ ケ ノ コ 0.7 0.4 2.10 5.1 西 洋 ナ ン 1.8 0.1 13.75 90.3 
シシ トウガラ シ 0.2 0.1 2.02 46.3 オ ウ ト ウ 1.0 0.1 7.84 100.0 
セ jレ 0.6 0.4 1.67 25.2 紅 玉 0.6 0.1 4.68 100.0 
フ キ 0.3 0.2 1.61 50.4 アフ ウエア 2.6 0.9 2.97 99.3 
キャンペルアーリー 0.5 0.2 2.28 95.4 
プリンスメロン 1.1 0.6 1.87 23.4 

























集荷量 構成比 依存度 構成比 集荷量 構成比 依存度 構成比
野 菜 計 8，290 100.0 8.7 100.0 果 実 計 3，441 100.0 6.9 100.0 
ソ ラマメ 8 0.1 80.0 0.0 カンキツ類 1，300 37.8 9.5 27.5 
セルリ 317 3.8 53.9 0.6 ン ゴ計 38 1.1 0.4 21.8 
レ ンコ ン 62 0.7 46.3 0.1 ナ ン 計 336 9.8 12.4 5.5 
フ キ 117 1.4 42.2 0.3 カ キ 計 91 2.6 5.9 3.1 
ン メ ン 229 2.8 36.0 0.7 フや ドウ計 23 0.7 0.6 7.2 
実エンドウ 2 0.0 33.3 0.0 呆 瓜 類 1，422 41.3 10.7 26.9 
ピーマン 259 3.1 33.0 0.8 ピ ワ 9 0.3 69.2 0.0 
レ タ ス 788 9.5 32.1 2.6 富 有 47 1.4 47.5 0.2 
ノT セ 25 0.3 28.4 0.1 長 十 自日 14 0.4 45.2 0.1 
一 フ 154 1.9 25.3 0.6 アムスメロン 81 2.4 44.8 0.4 
ノt レイショ 791 9.5 24.7 3.4 温室メロン 94 2.7 41.0 0.5 
カリフラワー 61 0.7 16.7 0.4 その他の甘ガキ 8 0.2 34.8 0.0 
ニンジン 771 9.3 16.1 5.0 その他の雑カン 66 1.9 31.0 0.4 
、 ツ ノt 26 0.3 13.8 0.2 その{也のメロン 263 7.6 28.0 1.9 
ウ ド 34 0.4 12.2 0.3 幸 水 109 3.2 26.1 0.8 
ニンニク 38 0.5 11.7 0.3 豊 水 43 1.2 25.0 0.3 
キャベツ 901 10.9 10.7 8.8 その他のナシ 64 1.9 21.9 0.6 
ナ ス 471 5.7 10.7 4.6 ブPリンスメロン 141 4.1 19.0 1.5 
カ ボチャ 174 2.1 10.5 1.7 二十世紀 104 3.0 17.1 1.2 
ト てf ト 557 6.7 10.0 5.8 甘ナツミカン 222 6.5 16.6 2.7 
カ ンシ ヨ 175 2.1 7.6 2.4 /¥ ッサク 116 3.4 15.6 1.5 
タマネギ 595 7.2 7.3 8.5 アンデスメロン 266 7.7 14.9 3.6 
不 ギ 250 3.0 6.6 3.9 イ ヨ カ ン 272 7.9 11.9 4.6 
カ ブ 75 0.9 6.0 1.3 イ チ コ 138 4.0 10.0 2.8 
その他の野菜 292 3.5 5.6 5.5 モ モ 61 1.8 7.6 1.6 
ヤマイ モ 81 1.0 5.6 1.5 、 カ ン 618 18.0 6.9 18.1 
ダイ コ ン 338 4.1 4.9 7.2 ス イ カ 533 15.5 6.1 17.7 
サ ト イ モ 37 0.4 2.7 1.4 渋 ガ キ 36 1.0 2.5 2.9 
キュ ウ 254 3.1 2.0 13.3 ス モ モ 6 0.2 1.2 1.0 
ハクサイ 100 1.2 1.6 6.4 その他のブドウ 10 0.3 0.8 2.6 
ホウレンソウ 24 0.3 1.3 1.9 フ ン 34 1.0 0.6 11.4 
エノキダケ 12 0.1 1.1 1.1 デラウエア 11 0.3 0.6 3.5 
その他の菜類 13 0.2 0.8 1.7 その他のリンゴ 4 0.1 0.3 2.9 
コP ボ ウ 6 0.1 0.5 1.3 西洋ナシ 2 0.1 0.2 2.4 
ツ ガ「 jレ O 0.0 0.0 3.3 
王 林 O 0.0 0.0 1.9 
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青果物計 野 菜 果 実 全国
1口込 計 18，474 (100.0) 10，211 (100.0) 8，263 (100.0) 100.0 
生産者個人 2，424 ( 13.1) 994 ( 9.7) 1 ，430 ( 17. 3) 12.8 
生産者任意組合 5，205 ( 28.2) 3，246 ( 31.8) 1， 959 ( 23.7) 9.2 
農協系統出荷団体 5，576 ( 30.2) 3，133 ( 30.7) 2 ， 443 ( 29. 6) 45.7 
産地出荷業者 1，895 ( 10.3) 1，425 ( 14.0) 470 ( 5.7) 12.6 
商 社 1，554 ( 8.4) 272 ( 2.7) 1，282 ( 15.5) 7.8 
車長 送 1，697 ( 9.2) 1，113 ( 10.9) 584 ( 7.1) 10.1 
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表8 山形市中央卸売市場における集荷先別買付集荷状況(1992年度)
(百万円， %) 
買 付 集 荷 ノ旦¥ 額 買付集荷割合
青果物計 野 菜 果 実 青果物計 野菜 果実
i口斗 計 4，025 (100.0) 1，782 (100.0) 2，243 (100.0) 21.8 17.5 27.1 
生産者個人 7 ( 0.2) 7 ( 0.4) 0.3 0.7 0.0 
生産者任意組合 242 ( 6.0) 158 ( 8.9) 84 ( 3.7) 4.6 4.9 4.3 
農協系統出荷団体 67 ( 1. 7) 33 ( 1.9) 34 ( 1.5) 1.2 1.1 1.4 
産地出荷業者 771 ( 19.2) 483 ( 27.1) 288 ( 12.8) 40.7 33.9 61.3 
商 社 1，488 ( 37.0) 206 ( 1. 6) 1，282 ( 57.2) 95.8 75.7 100.0 
転 送 1，396 ( 34.7) 879 ( 49.3) 517 ( 23.0) 82.3 79.0 88.5 
































































生産者個人 33.4 24.4 42.6 
生産者任意組合 40.1 40.4 39.6 
農協系統 22.7 30.5 12.6 




































A 社 B 社
計 野菜 果実 計 野菜 呆実
38.0 22.5 55.7 27.8 26.9 28.9 
33.4 38.8 25.6 48.1 42.7 54.3 
27.0 35.6 14.4 17.5 23.5 10.7 















































































ロ口 目 出荷量 構成比 シェア
キュウ 1.593 26.2 28.0 
ハクサイ 746 12.3 27.8 
野 ナ ス 574 9.4 44.1 
耳、 ギ 559 9.2 44.1 
ト マ 卜 397 6.5 21.1 
ダ イ コ ン 343 5.6 16.5 
二L ノ キ 251 4.1 45.6 
キ ャベツ 163 2.7 9.6 
一 フ 118 1.9 93.7 
ン メ ン 108 1.8 42.2 
ナ メ コ 96 1.6 40.9 
トウモロコシ 89 1.5 34.9 
ホウレンソウ 73 1.2 12.0 
カ ボチャ 70 1.2 31.5 
セイサイ 65 1.1 9.5 
生 シ イタケ 63 1.0 32.0 
ピ ーマ ン 59 1.0 65.6 
サヤインゲン 56 0.9 25.6 
アスパラガス 44 0.7 61.1 
レ タ ス 39 0.6 13.4 
ブロッコ リー 37 0.6 22.7 
菜 食 用 菊 23 0.4 9.2 
その他の野菜 515 8.5 15.6 
野 菜 計 6.081 100.0 25.2 
メ ロ ン類 155 24.4 18.5 
ス イ カ 137 21.6 3.8 
果 ナ ン 類 69 10.9 9.5 
(ラ・フランス) 51 8.0 12.6 
オウ ト ウ 57 9.0 18.2 
ブ ドウ類 48 7.6 2.6 
(デラウエア) 9 1.4 1.0 
ウ メ 39 6.1 21.0 
イ チ ゴ、 37 5.8 22.4 
モ モ 33 5.2 12.9 
ンゴ類 21 3.3 0.4 
(フ ジ) 12 1.9 0.5 
ク 1) 20 3.1 18.7 
実 干 し 柿 1 0.2 1.9 
その他の果実 18 2.8 2.0 











山形市 52.8 41. 5 
天童市 20.7 12.8 
東根市 7.5 6.4 
寒河江市 4.4 5.3 
山辺町 3.2 2.1 
村山市 3.2 7.4 
尾花沢市 2.5 8.5 
大石田町 1.8 5.3 
河北町 0.3 1.1 
朝日町 0.2 1.1 
西 川町 0.1 1.1 
上 山市 0.1 1.1 
その 他 3.0 6.4 











































































野 菜 果 実
o 目 取扱金額 構成比 ロロ 目 取扱金額 構成比口口
キュウリ 47，122 41.4 ン コー 34，344 33.4 
ト てF ト 22，096 19.4 ブ ウ 21， 198 20.6 
キ ク 8，888 7.8 ス イ カ 15，088 14.7 
ナ ス 7，376 6.5 オウトウ 12，352 12.0 
ホウレンソウ 4，579 4.0 ナ ン 6，891 6.7 
生シイタケ 3，092 2.7 イ チ コ。 4，135 4.0 
ハクサイ 2，771 2.4 カ キ 2，643 2.6 
不 ギ 2，476 2.2 干 ガ キ 1，693 1.6 
セ 2，448 2.2 キ ウ イ 1，398 1.4 
キ ャベツ 1，893 1.7 プ フ ム 1，242 1.2 
ダイコン 1，768 1.6 モ モ 1，202 1.2 
インゲン 1，721 1.5 その他果実 717 0.7 
五 月 菜 1，692 1.5 
レ タ ス 1，481 1.3 
フ'ロッコリー 1，370 1.2 
松 菜 1，020 0.9 
その他野菜 1，974 1.7 








セリ(固定ゼリ)で販売している(ただし，軟弱野菜， 圧倒的に多く 41%を占め， トマトが19%でこれに次いで
根菜，オウ トウなどは移動ゼリが行われている).また， いる. これにキク(食用菊)とナスを加えた 4品目で出
出荷規格の統ーのために共選委員会をつくり，生産者の 荷金額の75%を占めており， 主な共販出荷品目はキュウ
代表(共選委員)と事務局員が市場で検査を行っている. リを中心とする少数品目に集中している.果実について
なお， 規格は山形市の出荷規格に統ーされており，系統 もリンゴ，ブドウ，スイカ，オウト ウの 4品目で81%を
共販品と同様の規格が適用されている.精算は，品目・ 占めており， 出荷品目も多くはない.このように， B社




産者組合)への組織化は，卸売業者にとって集荷基盤の 合と B社生産者組合の合計)を図 5によってみる と，出
確保・安定化につながるだけでなく，品質 ・規格の平準 荷時期の中心は野菜では6-10月， 果実では 6-11月で
化と集荷・販売ロッ トの拡大により量販庖対応を容易に あり，特に野菜では 6-7月， 果実では 8月と11月に集
するとともに，荷受・仕切・精算業務を簡素化しうると 中している.野菜の 6-7月はキュウリとトマトの，果
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野 吉オ会~ 果 実
ロロ 日 転 送 転 送 口仁1口 目 転 送
転 送
分荷量 構成比 分荷率 分荷量 構成比 分荷率
ダ イ コ ン 339 41. 7 9.4 カ ン キ ツ 類 90 6.3 1.1 
カ プ 8 1.0 1.1 、 カ ン 20 1.4 0.4 
ン ユ/ ン 7 0.9 0.2 甘ナ ツミカン 10 0.7 1.2 
ゴ ボ ウ 24 3.0 3.1 イ ヨ カ ン 50 3.5 3.7 
タ ケ ノ コ /、 ツ サ ク
/、 ク サ イ 11 1.4 0.3 その他の雑カン 10 0.7 8.4 
コ 守' ツ ナ 5 0.6 3.0 ン ゴ? 301 21.1 5.6 
その他の菜類 4 0.5 0.4 ツ ガ lレ 26 1.8 3.2 
キ ヤ ベ ツ 11 1.4 0.2 ゴールデンデリシャス 5 0.4 100.0 
ホウレ ンソウ 1 0.1 0.1 ジョナゴールド 19 1.3 13.5 
不 ギ 20 2.5 1.0 デリ シャ ス系 20 1.4 1.4 
ウ ド 4 0.5 2.4 中よ 玉 4 0.3 2.4 
、 :ツ ノf フ ン 157 11.0 5.5 
ンユ ンギ、ク 陸 奥 12 0.8 54.5 
フ 王 林 34 2.4 6.6 
セ jレ 4 0.5 1.3 その{也のリンゴ 24 1.7 3.7 
アスノT ラガス ナ ン 14 0.9 1.0 
カリフラワー 3 0.4 1.5 長 十 !ì~ 2 0.1 4.8 
フ。 ロ ッ コリー 幸 水
レ タ ス 8 1.0 0.6 十 世 紀 6 0.4 2.2 
ノT セ 西 洋 ナ ン 4 0.3 0.6 
キ ニ工 ウ 211 26.0 2.9 その他のナシ 2 0.1 1.1 
カ ボ チ ヤ 4 0.5 0.4 カ キ 315 22.2 35.1 
ナ ス 10 1.2 0.4 富 有 l 0.1 1.2 
ト マ ト 34 4.2 1.2 その他の甘ガキ 8 0.6 57.1 
ピ マ ン 1 0.1 0.2 渋ガキ(脱渋を含む) 306 21.5 38.2 
シシトウガラシ モ モ 10 0.7 2.2 
未成熟ト ウモロコシ 1 0.1 0.2 ス モ モ 16 1.1 7.3 
サヤインゲン 5 0.6 2.1 オ ウ ト ウ 20 1.4 5.3 
サヤエンドウ 7 0.9 7.1 ウ メ 6 0.4 2.4 
コニ ダ .マ メ プ ド ウ 175 12.3 8.7 
カ ン ン ヨ 4 0.5 0.3 ア フ ウ コ二 ア 142 10.0 14.6 
ノf レイ ユ〆 ヨ 15 1.8 0.8 キャンベルアーリー 23 1.6 8.8 
サ ト イ モ 12 1.5 1.4 ネオマスカ ッ ト 1 0.1 3.8 
ヤマノ イ モ 7 0.9 1.0 巨 峰
生 シイ タケ 7 0.9 2.9 その他のブドウ 9 0.6 1.3 
ナ メ コ 14 1.7 5.9 ク 4 0.3 2.6 
エノ キダケ 24 3.0 5.0 イ チ ゴ 24 1.7 3.1 
ン メ ン 8 1.0 2.6 果 瓜 類 447 31.4 5.9 
二岨自且 三信主E主 メ ロ ン 2 0.1 4.3 
フ。リンスメロン 9 0.6 1.9 
アンデスメロン 55 3.9 5.6 
アムスメロン
その他のメロン 6 0.4 1.0 
ス イ カ 375 26.4 7.3 
合計 (数 量) 813 100.0 1.6 合計 (数 量) 1，422 100.0 5.2 




















































人 数 構成比 人 数 構成比
村山地域 580 95.7 292 98.0 
山形市 293 48.3 141 47.3 
山辺町 24 4.0 6 2.0 
中山町 21 3.5 12 4.0 
上山市 20 3.3 12 4.0 
天童市 46 7.6 69 23.2 
寒河江市 23 3.8 2 0.7 
村山市 27 4.5 11 3.7 
東根市 67 11.1 22 7.4 
尾花沢市 13 2.1 6 2.0 
河北町 20 3.3 4 1.3 
西川町 6 1.0 2 0.7 
朝日町 5 0.8 2 0.7 
大江町 5 0.8 2 0.7 
大石田町 10 1.7 1 0.3 
最上地域 10 1.7 3 1.0 
新庄市 4 0.7 1 0.3 
金山町 I 0.3 
最上町 2 0.3 
舟形町 3 0.5 
真室川町 I 0.2 
戸沢村 1 0.3 
その他 16 2.6 3 1.0 
鶴岡市 2 0.3 I 0.3 
長井市 3 0.5 
南陽市 8 1.3 
高畠町 2 0.7 
白鷹町 1 0.2 
県 外 2 0.3 
































































































































体で13.?万 t (山形市中央卸売市場8.4万 t.地方卸売 合を主要な集荷基盤としていることである.そして，卸
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1 函館 市 2 量1 路市 3 :室 蘭市 4 青森市
5 :八戸市 6 :盛 岡市 7 秋 田 市 8 :山形市
9 :福島 市 10 :いわき 市 11:宇都宮市 12 :千 葉市
13 :船橋 市 14 :藤 沢 市 15 :新潟市 16 :富山市
17 :金 沢 市 18 :福井市 19 :甲 府市 20 :岐阜市
21 :静 清 22:浜 松市 23:三 重 県 24:尼崎市
25 :姫路 市 26 :奈 良県 27 :和歌山市 28 :岡山市
29 :呉 市 30:下関 市 31:宇部市 32:徳島市
33 :高松 市 34 :松 山市 35 :高知市 36 :久留米市
37 :長崎市 38 :佐世保市 39 :大分市 40・宮崎市


















































































































































青果物の世界で 消費・流通・ 生産一 (農業と経済92









































































































































































おける中央卸売市場の性格変貌J r農林統計調査J 33 
巻8号， 1983年，坂爪浩史「流通再編下の産地中央卸
売市場一宮崎市中央卸売市場の展開と特質一J r農業
経済論集』第45巻第2号， 1994年，が紹介している.
〔付記〕
本稿は，大久保樹が山形大学大学院農学研究科に提出
した1992年度修士論文「青果物流通の変容と地方都市中
央卸売市場の機能 山形市中央卸売市場の事例分析 」
をもとに，小野雅之が内容を再構成したものであり，直
接の文責は小野にあるが，両者の共同研究の成果である.
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